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11
月
16
日
㈪
、
達
増
拓
也

知
事
は
今
年
12
月
末
で
期
限

が
切
れ
る
東
日
本
大
震
災
の

国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
災
者
医
療
費
一
部
負
担
金

免
除
を
２
０
２
１
年
３
月
末

ま
で
継
続
す
る
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
４
月
以
降
は
現
在
の
免
除

対
象
者
の
う
ち
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
被
災
者
に
限
定
し

て
２
０
２
１
年
12
月
ま
で
支

援
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　
達
増
知
事
は
、
こ
れ
ま
で

の
免
除
に
つ
い
て
、
被
災
者

の
適
正
な
医
療
を
受
け
る
機

会
の
確
保
と
健
康
の
維
持
増

進
に
寄
与
し
た
と
評
価
し
つ

つ
も
、
ほ
と
ん
ど
の
沿
岸

市
町
村
か
ら
、
財
政
が
逼
迫

し
て
お
り
、
免
除
の
終
期
を

明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
あ
っ
た
た
め
、
３
月
ま
で

は
現
状
の
ま
ま
免
除
を
継
続

し
、
４
月
以
降
は
対
象
者
を

絞
っ
て
継
続
し
、
被
災
者
の

方
の
状
況
を
確
認
し
た
う
え

で
、
２
０
２
１
年
12
月
末
を

終
期
の
目
安
と
し
て
検
討
を

進
め
る
考
え
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
国
保
免
除
者
は
１

万
６
千
８
５
６
人
、
こ
の
う

ち
非
課
税
世
帯
は
７
千
１
２

０
人
で
、
来
年
４
月
以
降
、

免
除
継
続
と
な
る
国
保
の
方

は
42
・
２
％
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
免
除
者

は
１
万
２
千
１
２
５
人
、
こ

の
う
ち
非
課
税
世
帯
は
９
千

　
11
月
６
日
㈮

に
テ
レ
ホ
ン
相

談
を
開
催
し
ま

し
た
。

  

今
回
は
市
町

村
広
報
な
ど
で

の
事
前
告
知
に

よ
り
５
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

  

相
談
内
容
は
、

義
歯
、
う
蝕
、

説
す
る
と
納
得
さ
れ
た
様
子

で
し
た
。
患
者
さ
ん
へ
の
事

前
の
説
明
の
重
要
性
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

  

近
年
は
、
１
件
の
相
談
に

要
す
る
回
答
時
間
が
長
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
は

20
分
以
上
を
要
し
た
相
談
が

１
件
、
60
分
以
上
を
要
し
た

相
談
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

年
々
、
相
談
内
容
が
複
雑
化

か
つ
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

  

以
前
に
も
相
談
の
あ
っ
た

方
か
ら
の
複
数
回
の
相
談
と

い
う
の
も
増
え
て
き
て
お

り
、
患
者
さ
ん
が
こ
の
相
談

を
通
じ
歯
科
医
療
機
関
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
か
な
い
と

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
ず
、

電
話
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
限

界
を
感
じ
さ
せ
る
事
例
も
増

被
災
者
医
療
費
免
除

３
月
末
ま
で

　
　
　  

現
状
維
持

え
て
き
て
い
ま
す
。

  

担
当
役
員
は
相
談
者
の
話

を
じ
っ
く
り
と
伺
い
、
追
加

の
訴
え
や
相
談
内
容
を
深
く

掘
り
下
げ
、
問
題
点
を
整
理

し
た
う
え
で
時
間
を
か
け
て

懇
切
丁
寧
に
回
答
し
、「
気

に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
悩
ん

で
い
な
い
で
受
診
を
」、「
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮

せ
ず
に
主
治
医
へ
気
軽
に
相

談
を
」、「
主
治
医
に
話
し
づ

ら
か
っ
た
ら
、
受
付
な
ど
の

ス
タ
ッ
フ
に
相
談
を
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
と
も

に
相
談
者
の
通
院
を
後
押
し

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

相
談
者
も
「
早
速
か
か
り
つ

け
医
に
受
診
や
相
談
し
て
み

ま
す
」、「
思
い
切
っ
て
受
診

し
て
み
ま
す
」
な
ど
通
院
に

対
し
て
前
向
き
に
な
っ
た
様

子
で
し
た
。

２
０
９
人
で
免
除
継
続
と
な

る
方
は
76
・
０
％
で
す
。
国

保
と
後
期
高
齢
者
医
療
を
合

計
す
る
と
、
56
・
３
％
の
方

が
免
除
継
続
と
な
り
、
43
・

７
％
の
方
が
３
月
末
で
打
ち

切
り
と
な
り
ま
す
。

　
当
会
で
は
、
免
除
継
続
を

求
め
、
９
月
18
日
に
知
事
、

全
市
町
村
長
、
沿
岸
市
町
村

議
会
議
員
に
声
明
「
東
日
本

大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
医

療
費
窓
口
負
担
の
免
除
継
続

を
求
め
ま
す
」
を
送
付
。
ま

た
、
９
月
25
日
に
知
事
宛
て

に
緊
急
要
請
書
を
送
付
し
、

日
報
論
壇
へ
の
投
稿
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

受診を後押し

有
病
者
の
歯
科
治
療
、
歯
周

病
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
歯
の
痛
み
、

嚙
み
合
わ
せ
な
ど
、
多
岐
に

渡
り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

特
に
今
回
の
相
談
者
に
共

通
す
る
点
と
し
て
「
事
前
に

何
の
説
明
も
な
く
治
療
を
さ

れ
た
」
と
い
う
不
満
が
あ
り

ま
し
た
が
、
相
談
者
の
状
況

か
ら
、
主
治
医
が
行
っ
た

治
療
の
必
要
性
に
つ
い
て
解
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主 な 記 事

・被災者医療費免除
   ３月末まで現状維持 （１面）
・年末調整今年の改正点 （２面）
・寄稿「オンライン診療について」
  （２面）
・マイナカードで資格確認  ここが　
ポイント （３面）

・女性会員インタビュー （４面）

不安や悩みをじっくり傾聴

　
11
月
１
日
㈰
、
第
16
回
保

団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
保
団

連
会
議
室
を
メ
イ
ン
会
場
に

ウ
ェ
ヴ
会
議
方
式
で
の
開
催

と
な
り
、
各
協
会
・
医
会
よ

り
医
師
・
歯
科
医
師
・
事
務

局
合
わ
せ
て
過
去
最
多
の
１

７
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
南
部
会
長
、
小

山
田
、
黒
田
両
副
会
長
、
事

務
局
が
協
会
事
務
所
よ
り

ウ
ェ
ヴ
参
加
し
ま
し
た
。
集

会
は
、
田
辺
隆
保
団
連
副
会

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
続
け
て
森
元
主
税
保

団
連
副
会
長
よ
り
基
調
報
告

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で

深
ま
っ
た
『
歯
科
医
療
危
機
』

の
打
開
の
た
め
に
」
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
馬
場
淳
保
団
連
副

会
長
よ
り
保
団
連
政
策
部
に

よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
を
受
け
、

歯
科
医
療
提
供
を
維
持
し
、

国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の

提
言
（
案
）」
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
フ
ロ
ア
討
論
で

は
、
20
本
の
事
前
発
言
通
告

と
全
国
各
地
か
ら
の
16
本
の

活
発
な
フ
ロ
ア
発
言
が
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
よ
る
歯
科
医
療
の
影
響
と

対
応
や
診
療
報
酬
の
改
善
に

向
け
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
討
論
終
了
後
に
は
、
宇
佐

美
宏
保
団
連
歯
科
代
表
・
副

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を
目
指
し
て

さ
ら
な
る
運
動
を
！

保
団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会
開
催

会
長
が
ま
と
め
と
し
て
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
元
々
歯
科
界

に
あ
っ
た
問
題
が
さ
ら
に
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
過
去
最

大
の
参
加
規
模
と
な
っ
た
今

回
の
集
会
を
歯
科
医
療
費

の
総
枠
拡
大
を
目
指
す
た
め

の
、
さ
ら
な
る
運
動
を
進
め

る
契
機
と
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
横
堀
育
子
保
団

連
理
事
よ
り
決
議
の
提
案
が

あ
り
、
一
部
修
正
の
う
え
出

席
者
の
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

政府の計画・提案に驚いた

　11月始めに会員の先生方へお願いしました標記の
クイズの応募が毎日のように事務所に届いています。
　いただいたご意見をいくつか紹介します。
・ 義母が介護保険を利用していますが、今でさえ年金だ
けでは補うことができない状態です。これ以上の負担
増は介護を必要とする人と同居している家族の精神
的、肉体的負担にもつながると思います。（20代自営）

・ 定期的な歯科受診が感染予防になると初めて知りまし
た。定期受診を続けていきたいと思います。（中学生）

・ 政府の計画・提案に驚いた。（30代主婦）
・ 負担増は困ります。（40代会社員）
　コロナ禍で大変な時期だからこそ、今後の医療につ
いて知ってほしい、考えてほしいという願いが込めら
れている今回のキャンペーン。待合室などに置いてい
ただき、患者さんが手にとっていただけると、医療や
社会保障について考える良いきっかけになると思いま
す。在庫に限りがございますので、追加注文はお早め
にお願いします。

クイズで考える私たちの医療　多数の応募

■　新型コロナウイルス感染症に関連して、感染防止対策支援事業と医療従事者慰労金の申請期限は 2021 年 2月 28 日までの毎月 15日から月末までと
　　なっています。お済みでない方はお早めに申請をお願いします。ご不明な点は協会事務局まで（TEL 019-651-7341）。
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年
末
調
整
の
時
期
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
変

わ
っ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
す
で
に
国
税
庁

か
ら
事
業
所
に
配
布
さ
れ
て

い
る
「
令
和
２
年
年
末
調
整

の
し
か
た
」
Ｐ
４
〜
Ｐ
７
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
　
給
与
所
得
控
除
に
関
す

る
改
正

　

給
与
所
得
控
除
額
が
、
基

本
的
に
10
万
円
減
額
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
給
与
収
入
８

５
０
万
円
を
超
え
る
人
は
、

上
限
１
９
５
万
円
と
な
り
、

10
万
円
か
ら
最
大
25
万
円
減

額
さ
れ
ま
し
た
。
次
で
触
れ

る
基
礎
控
除
が
10
万
円
増
加

し
、
多
く
の
方
は
増
減
０
と

な
り
ま
す
が
、
給
与
収
入
８

５
０
万
円
超
の
方
は
増
税
で

す
。

２　

基
礎
控
除
の
改
正

　

基
礎
控
除
額
が
改
正
さ

れ
、
38
万
円
か
ら
48
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
合
計
所
得
金
額
が
、

２
４
０
０
万
円
を
超
え
る
と

控
除
額
が
逓
減
し
、
２
５
０

０
万
円
超
で
は
０
と
な
り
、

増
税
で
す
。

　
合
計
所
得
金
額
と
は
、
大

ま
か
な
説
明
で
す
が
、
所
得

控
除
前
の
所
得
の
合
計
金
額

と
な
り
ま
す
。

３
　
子
ど
も
・
特
別
障
害
者
等

を
有
す
る
者
等
の
所
得

金
額
調
整
控
除
の
創
設

　
給
与
の
収
入
金
額
が
８
５

０
万
円
を
超
え
る
所
得
者

で
、
次
の
①
か
ら
④
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
、

給
与
収
入
金
額
か
ら
８
５
０

万
円
を
控
除
し
た
金
額
の

10
％
に
相
当
す
る
金
額
を
、

給
与
所
得
の
金
額
か
ら
控

除
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た

（
上
限
あ
り
）。

　
①
所
得
者
本
人
が
特
別
障

害
者　
②
同
一
生
計
配
偶
者

が
特
別
障
害
者　
③
扶
養
親

族
が
特
別
障
害
者　
④
扶
養

親
族
が
年
齢
23
歳
未
満
（
平

成
10
年
１
月
２
日
以
後
生
）

算
式
で
示
す
と
（
給
与
の
収

入
金
額

－

８
５
０
万
円
）
×

10
％　
（
最
高
15
万
円
）
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
所
得
控
除
の
拡

大
（
減
税
）
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
１
の
改
正
で
、
給

与
所
得
控
除
の
縮
減
を
受
け

る
収
入
８
５
０
万
円
超
の
人

の
う
ち
、
①
〜
④
の
対
象
の

方
に
対
す
る
増
税
緩
和
措
置

で
す
。
そ
の
た
め
、
年
収
８

５
０
万
円
超
の
独
身
や
子
供

の
な
い
世
帯
は
相
対
的
に
増

税
と
な
り
ま
す
。

４
　「
給
与
所
得
者
の
基
礎

控
除
申
告
書
」及
び「
所

得
金
額
調
整
控
除
申
告

書
」
の
新
設

　
上
記
２
・
３
の
改
正
に
伴

い
、
年
末
調
整
に
お
い
て
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

５
　
扶
養
親
族
等
の
合
計
所

得
金
額
要
件
等
の
改
正

　
同
一
生
計
配
偶
者
や
扶
養

親
族
は
、
48
万
円
以
下
（
改

正
前
38
万
円
以
下
）
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
パ
ー
ト

収
入
の
み
の
配
偶
者
が
、
給

与
収
入
１
０
３
万
円
の
場

合
、
給
与
所
得
控
除
55
万
円

を
引
く
と
合
計
所
得
金
額
48

万
円
で
、
従
前
と
か
わ
ら
ず

配
偶
者
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

６
　
子
が
あ
り
婚
姻
を
し
て

い
な
い
人
の
控
除
　

　
こ
れ
ま
で
婚
姻
を
し
て
い

な
い
人
で
、
子
を
有
し
所
得

要
件
や
住
民
票
の
記
載
で
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

は
、
ひ
と
り
親
控
除
と
し
て

35
万
円
を
控
除
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

７
　
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の

要
件
見
直
し

　
「
特
別
の
寡
婦
」
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
寡
婦
（
寡
夫
）

の
要
件
に
つ
い
て
、
子
を
有

し
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０

万
円
以
下
の
場
合
は
、
ひ
と

り
親
控
除
と
し
て
35
万
円
と

な
り
、
そ
の
他
の
要
件
等
で
、

寡
婦
控
除
27
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
以
上
が
概
要
で
す
。
年
末

調
整
作
業
は
年
々
複
雑
に
な

り
、
個
人
情
報
の
収
集
な
ど

で
、
事
業
者
の
負
担
と
責
任

が
増
大
し
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
人
が
確
定
申
告
に
す
る

な
ど
抜
本
的
な
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
改
正
」
点

東
京
あ
き
ば
会
計
事
務
所  

税
理
士   

奥
津
　
年
弘

年末調整

【
日
　
時
】

２
０
２
０
年
10
月
13
日
㈫

　
19
：
30
〜
21
：
20

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ

ル
会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ

て
16
名

１
、 

２
０
２
０
年
９
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
２

０
年
10
〜
11
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

月
次
会
計
報
告
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

３
、 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
の
募
金
期
間
が
延
長

さ
れ
た

４
、 

神
奈
川
協
会
よ
り
「
診

療
報
酬
の
単
価
補
正
支

払
い
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
、賛
否
に
つ

い
て
「
反
対
」
と
回
答

す
る
こ
と
な
ど
が
承
認

さ
れ
た

５
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
受
診
控
え
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

結
果
に
つ
い
て
、再
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ

と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た

６
、 

日
本
学
術
会
議
の
任
命

問
題
に
つ
い
て
、会
長

一
任
で
声
明
を
出
す
こ

と
に
な
っ
た

常
任
理
事
会
だ
よ
り
10
月

医
科医

学
管
理
科

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

Q 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
が
生

じ
、
当
院
か
ら
市
が
運
営
す

る
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン

タ
ー
の
担
当
医
に
紹
介
状
を

書
い
た
際
に
診
療
情
報
提
供

料
Ⅰ
の
算
定
は
可
能
か
。

A 
医
療
機
関
が
患
者
の
同
意

を
得
て
保
健
所
（
帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
含

む
）
ま
た
は
「
地
域
外
来
・

検
査
セ
ン
タ
ー
」
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
を
実
施
す
る
上
で
必

要
な
情
報
を
文
書
で
提
供
し

た
場
合
は
算
定
可
能
で
す
。

（
国
保
連
よ
り
）

Q 

在
宅
患
者
訪
問
診
療
料

（
Ⅰ
）
の
算
定
時
に
、
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
は
算
定
可

能
か
。

A 

初
診
の
日
か
ら
１
ヵ
月
経

過
し
て
い
る
場
合
は
算
定
可

能
で
す
。

在
宅
医
療

Q 

Ｃ
１
０
１
在
宅
自
己
注
射

指
導
管
理
料
に
つ
い
て
、
薬

剤
を
処
方
せ
ん
で
出
し
た
場

合
も
、
レ
セ
プ
ト
の
摘
要
欄

に
、
薬
剤
の
総
点
数
、
所
定

単
位
当
た
り
の
薬
剤
名
及
び

支
給
日
数
の
記
載
が
必
要

か
。

A 

在
宅
自
己
注
射
の
院
外
処

方
せ
ん
に
つ
い
て
は
医
科
記

載
要
領
に
て
上
記
の
記
載
は

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

処
方
せ
ん
に
記
載
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。（

国
保
連
よ
り
）

【
狭
義
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

導
入
時
に
必
要
な
こ
と
】

　

Ｔ
Ｖ
電
話
機
能
は
必
須
。

skype

やLine

等
汎
用
ソ

フ
ト
と
ス
マ
ホ
を
使
用
す
れ

ば
初
期
投
資
は
ゼ
ロ
で
も
可

能
。CU

RON

やCLINICS

等
専
用
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る

場
合
は
カ
ー
ド
決
済
と
連
動

し
て
い
る
た
め
未
収
の
心
配

が
無
く
、
予
約
機
能
や
リ
マ

イ
ン
ド
機
能
な
ど
も
便
利
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
し
、

厚
生
局
へ
の
届
出
が
必
要
。

【
当
院
で
の
導
入
事
例
】

　
当
院
で
は
「CU

RON(

ク

ロ
ン)

」
を
導
入
。PC

は

iPad

を
更
新
し
、
ソ
フ
ト
は

自
分
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
。
会

社
に
払
う
導
入
費
用
、
維
持

管
理
費
は
ゼ
ロ
。
ソ
フ
ト
使

用
料
は
都
度
患
者
負
担
。
初

診
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

(

正
し
く
は
電
話
等
再
診)

は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
簡
単
に
ま
と
め
て
み

【
背
景
】

　

保
険
診
療
上
の
本
来
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
は
対
象

疾
患
も
算
定
条
件
も
大
き
な

制
約
が
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
普

及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
も

広
が
る
中
、
政
府
は
４
月
10

日
に
「
コ
ロ
ナ
特
例
」
を
出

し
、
時
限
的
措
置
と
は
い
え

要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
菅
内
閣
は
、

デ
ジ
タ
ル
庁
を
新
設
し
、
Ｉ

Ｔ
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見

え
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、

今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
広

が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

【
コ
ロ
ナ
に
係
る
時
限
的
特
例
】

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
は
現
在
で
も
制
約
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、「
電
話
等
再

診
」
の
扱
い
と
す
る
こ
と
に

よ
り
以
下
の
条
件
が
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。
①
医
療
機
関
側

が
対
応
し
て
い
れ
ば
初
診
か

ら
可
能
。
②
対
象
疾
患
は
基

本
的
に
限
定
無
し
、
③
特
定

疾
患
管
理
料
等
の
管
理
料
を

算
定
し
て
い
た
患
者
に
つ
い

て
は
１
４
７
点
の
管
理
料
が

算
定
可
能(

電
話
媒
体
で
も

可)

、 

④
本
来
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
際
は
診
療
計
画
書
の
作

成
と
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、「
電
話
等
再
診
」
の
扱

い
で
行
う
場
合
は
不
要
、
さ

ら
に
は
⑤
30
分
以
内
に
対
面

診
療
に
切
り
替
え
る
こ
と
が

可
能(

要
す
る
に
患
者
さ
ん

は
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
よ
う
と

思
え
ば
30
分
以
内
に
来
れ
る

状
態
で
あ
る
こ
と)

と
い
っ

た
い
わ
ゆ
る
「
30
分
ル
ー
ル
」

も
限
定
無
し
と
な
り
ま
し

た
（
４
月
診
療
報
酬
改
定
に

て
）。
現
在
国
は
こ
れ
ら
の

措
置
の
多
く
を
時
限
的
措
置

で
な
く
恒
久
的
な
も
の
と
す

る
こ
と
を
求
め
、
日
本
医
師

会
と
の
間
で
せ
め
ぎ
合
い
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
恐
ら
く

次
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は

条
件
緩
和
の
継
続
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
医
療
機
関
側
に
お
け
る
問
題
】

　
①
条
件
が
大
幅
に
緩
和
さ

れ
、
１
４
７
点
の
管
理
料
が

疾
患
に
よ
っ
て
は
算
定
で
き

る
こ
と
に
は
な
っ
た
も
の

の
、
対
面
診
療
に
比
較
す
る

と
点
数
が
低
く
な
り
減
収
と

な
る
。
②
初
診
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
に
し
た
場
合
、
未
収
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
し
た
。
狭
義
の
「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
」
と
制
限
緩
和
さ

れ
た
「
電
話
等
再
診
」
の
違

い
に
ご
注
意
下
さ
い
。
会
員

の
先
生
方
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

坂
の
上
野
田
村
太
志
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
　
田
　
村
　
太
　
志
　

稿

寄

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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に手間取り、窓口業務が停滞する恐れがあります。　医療機関に新たな負担
　レセプトオンライン請求は、医科診療所で 68％、歯科診療所では 19％（支
払基金 2020 年 7月診療分）です。それ以外の医療機関では、オンライン接
続用パソコン、オンライン請求回線の導入など新たなインフラ整備が必要にな
ります。
　さらに、システム改修や運用・保守、機器の更新など新たな負担が生じます。
▽マイナンバーカードを読み取るカードリーダー▽資格確認端末の購入▽レセ
コンや電子カルテ等の改修・ソフトの購入などです。診療所では 40万円程度
の費用がかかると見込まれています。
　顔認証付きカードリーダーは申請すれば、支払基金から診療所は１台、病
院には最大 3台まで無償で提供されます。国による補助金も設けられており、
診療所は 32万 1千円を上限に補助されます（補助金の申請期限は 2023年 6
月末まで）。診療所の場合は10万円程度の自己負担が発生することになります。
　ただし、国からの補助金は、顔認証付きカードリーダーを設置して、マイナ
ンバーカードで受診する患者に対応することが条件です。健康保険証のみでオ
ンライン資格確認を行う場合は、システム改修費用などを含め、すべて補助金
の対象外となります。
　また、資格確認システム導入後のセキュリティ対策や故障対応などシステム
維持に伴う費用は補助の対象外となっており、全額が自己負担です。
　国はオンライン資格確認を契機として、全国に 22万以上ある医療機関や薬
局に顔認証システムを普及する計画のようです。

マイナンバーカードで受診するリスク
　マイナンバーカードで受診するために、個人番号が見えるカードを持ち歩け
ば、第三者の目に触れるリスクがあり、自院内でカードの紛失や盗難が起き、
悪用される危険性が伴います。
　また、医療機関の窓口では、患者のマイナンバーカードを預かることはでき
ません。しかし、顔認証付きカードリーダーの操作に不慣れな人や身体が不自
由な人には、職員の手助けが必要になると思われます。職員が手助けを断った
場合、患者とトラブルになることも想定されます。
　さらに、マイナンバーカードの顔写真データと、カードリーダーで撮影した
写真が一致しないと判定すれば、窓口で混乱をもたらすことになります。
　これまで健康保険証の記号番号の確認などだけで済んでいたものが、マイナ
ンバーカードで受診する患者と健康保険証で受診する患者、さらに健康保険証
は個人番号があるものとないものに分かれ、窓口業務が煩雑になります。イン
ターネット回線が常時外部とつながることになり、ウイルス侵入などセキュリ
ティ上の問題も懸念されます。
　オンライン資格確認は、あくまで任意です。来年 3月の運用開始後の状況
をみてから、自院での対応を慎重に検討しても遅くはありません。

デジタル社会と個人情報
　マイナンバーカードの保有者は、11 月 8日時点で全人口の 21.8％にとど
まっています。国は 2023 年 3月末には、ほとんどの国民がカードを保有す
ることを想定しており、マイナンバーカードを普及するための手段として、オ
ンライン資格確認と健康保険証利用を推進しています。将来的に健康保険証の
発行を停止し、マイナンバーカードに一本化することも検討しています。
　さらに、カード普及につなげる狙いで、医師や歯科医師など社会保障に関わ
る 31職種の国家資格とマイナンバーをひも付ける「国家資格等管理システム
（仮称）」の新設に向け、検討を開始しました。
　国がマイナンバーカードの普及を急いでいるのは、社会保障給付、税金・社
会保険料、金融機関口座、運転免許証など、さまざまな個人情報をマイナンバー
カードに集約して、国民を管理しやすくするためです。個人の健康・医療情報
については、医療費抑制策の推進や医療のデータビジネス化に利用しようとし
ています。
　しかし、情報漏えいのリスクや不正利用など、国や企業などへ個人情報を提
供することに「不安を感じる」人は 78%に上っており、提供に当たって不安
を感じる個人データでは、「口座情報・クレジットカード番号」、マイナンバー
などの「公的な個人識別番号」が多数となっています（総務省「情報通信白書」
2020年）。
　デジタル化が進んでいる韓国では、銀行口座、健康保険証、運転免許証、携
帯電話（位置情報を含む）など、ほとんど全ての個人情報が一つの住民登録番
号で一元管理されています。国民にとって利便性は高まる一方で、国が国民の
行動を監視できる仕組みになっています。2014 年にはクレジットカードと預
金関連の情報が 1億 4,000 万件ほど流出した事件も発生しました。
　国民の生活を支え、利便性を高めるデジタル化の進展は抑えようもありませ
ん。デジタル社会のカギとなるのが個人情報（データ）です。医療デジタル化
が加速しているドイツでは、被保険者の信頼を確保するため、今年 7月に患
者データ保護法が連邦議会で成立しました。利便性ばかりを追求するのではな
く、OECDや EUの個人情報保護に倣い、国民が信頼できる情報管理の透明性
やプライバシーを守る権利の拡充が求められます。

オンライン資格確認は義務ではない
　患者の資格情報をオンライン上で確認するオンライン資格確認が、来年 3
月から運用開始する予定です。併せて、マイナンバーカード（12桁の個人番
号が記載された顔写真付きのカード）による保険資格確認が法定化され、健康
保険証として利用できるようになります。
　ただし、オンライン資格確認は義務ではありません。それぞれの医療機関で
導入の可否を判断します。導入しない医療機関では、今後も従来どおりの健康
保険証の目視による資格確認が認められています。

健康保険証とマイナンバーカードで資格確認
　オンライン資格確認は、患者が提示する健康保険証の記号番号またはマイナ
ンバーカードの IC チップ内の電子証明書により、資格情報の確認ができます。
　医療機関の資格確認端末から、レセプトオンライン請求の回線を使って、支
払基金・国保中央会のサーバーにアクセスします。患者の記号番号と資格情報
（氏名、性別、生年月日、保険者名、被保険者番号、一部負担割合、資格取得・
喪失日等）のデータとを１対１で対応させて、本人確認と資格情報の確認がリ
アルタイムで可能となります（図 1）。

図 1）オンライン資格確認の流れ

　出所 : 厚生労働省・社会保障審議会医療保険部会資料（2019 年 12 月 25 日）

　健康保険証によるオンライン資格確認は、来年5月までには始まる予定です。
提示された健康保険証にある記号番号を職員が資格確認端末に入力します。
　現在、健康保険証には世帯単位の番号が記載されていますが、今秋以降、新
規発行の健康保険証に 2桁の番号が追加され、被保険者の個人番号とします。
個人番号が付いていない健康保険証でも、記号番号・生年月日などを入力する
ことで、資格情報を確認することができます。
　マイナンバーカードによるオンライン資格確認では、患者は窓口に置かれた
顔認証付きカードリーダーに、自身のマイナンバーカードを置きます。カード
の IC チップから電子証明書と顔写真データを読み取り、窓口のカードリーダー
で撮影した本人の顔写真と照合して、本人確認を行います（図 2）。
　顔認証の代わりに、窓口の職員が目視で本人確認することや、患者自身がカー
ドリーダーに暗証番号を入力して本人確認を行うこともできます。

　　　　　　図 2）マイナンバーカードで資格確認の手順　

出所 : 厚生労働省・社会保障審議会医療保険部会資料（2020 年 9月 16 日）

　なお、マイナンバーカードを取得しただけでは健康保険証として利用するこ
とはできません。事前にマイナポータル（マイナンバーを利用した政府運営オ
ンラインサービスの個人専用サイト）というアプリを手持ちのスマートフォン
にダウンロードし、登録に必要な事項を入力、申請するなど、マイナンバーカー
ドの電子証明書と被保険者番号のひも付けを行う初回登録という手続きが必要
です。スマートフォンはマイナンバーカード読み取り対応の機種でないと手続
きができません。手続きは複雑なものとなっており、手間も時間もかかります。
　来年 3月からは医療機関の窓口のカードリーダーで初回登録の手続きがで
きるようになります。初回登録をしていない患者が受診した場合、窓口での手続
きに手間取り、窓口業務が停滞する恐れがあります。

マイナンバーカードでオンライン資格確認

～ここがポイント～

公益財団法人日本医療総合研究所 研究研修委員　寺　尾　正　之
　来年 3月からマイナンバーカードが健康保険証として利用できるようになると厚労省はしきりに宣伝し、「顔認証付きカー
ドリーダー」設置の案内を医療機関に送っています。
　オンライン資格確認システムで 10月 11 日時点で、顔認証付きカードリーダーを申し込んだのは全国で 14.5％、内訳は病
院 11.6％、医科診療所 9.0％、歯科診療所 13.6％、薬局 24.3％となっています。
　「設置は任意であり、義務ではありません」。この問題に詳しい寺尾正之さんに解説していただきました。
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人
目
は
３
ヵ
月
で
仕
事
復
帰

し
ま
し
た
。

小　

保
育
園
は
な
か
な
か

入
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
…

伊　

年
度
初
め
の
４
月
入

所
だ
と
競
争
率
が
上
が
る
の

で
、
長
女
は
年
度
途
中
に
入

園
し
ま
し
た
。

小　

ご
主
人
は
ず
っ
と
内

科
の
勤
務
医
で
こ
ち
ら
に
開

業
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

伊　

義
父
が
江
刺
市
内
で

内
科
医
と
し
て
開
業
し
て
お

り
、
義
母
は
専
業
主
婦
で

す
。
義
父
母
も
私
が
共
働
き

す
る
こ
と
も
理
解
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
東
京
で
働
い
て

い
た
時
、
子
ど
も
が
夜
中
に

熱
を
出
し
た
時
は
、
義
母
が

岩
手
か
ら
新
幹
線
の
始
発
で

東
京
ま
で
来
て
く
れ
て
、
子

ど
も
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て

か
ら
職
場
に
か
け
つ
け
た
こ

と
も
あ
り
、
本
当
に
助
け
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

小　

自
然
豊
か
な
岩
手
で

す
が
、
東
京
と
比
べ
て
い
か

が
で
す
か
。

伊　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
岩

手
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
も
カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
っ
た

り
、
の
び
の
び
や
っ
て
い
ま

す
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

と
い
う
点
で
も
、
東
京
よ
り

ず
っ
と
楽
で
す
。

小　

コ
ロ
ナ
流
行
前
と
後

で
の
変
化
や
ご
苦
労
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

伊　

コ
ロ
ナ
の
疑
い
が
少

し
で
も
あ
る
患
者
さ
ん
や
、

県
外
に
行
っ
て
２
週
間
以
内

の
方
は
外
の
プ
レ
ハ
ブ
で
診

察
す
る
な
ど
対
策
を
立
て
て

い
ま
す
。

小　

全
国
的
に
女
子
医
学

生
が
増
え
て
き
ま
し
た
よ

ね
。

伊　

同
級
生
で
も
医
師
免

許
を
持
っ
て
い
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
な
い
方
も
い
ま
す

が
、
せ
っ
か
く
医
師
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
細
々
と
で
も
仕

事
は
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

私
の
場
合
、
母
や
義
母
そ
し

て
夫
も
協
力
的
だ
っ
た
の
で

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
医

局
で
も
お
子
さ
ん
２
人
を
育

て
た
女
性
教
授
の
下
で
働
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
本
当

に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

小　

先
生
ご
自
身
の
趣
味

は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

伊　

コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
で

勉
強
で
き
る
物
が
増
え
て
い

伊藤先生（右）と小野寺けい子部長（左）

小　

ご
出
身
は
ど
ち
ら
で

す
か
。

伊　

生
ま
れ
も
育
ち
も
東

京
で
、
ま
さ
か
私
が
岩
手
で

働
く
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
夫
の
実
家
が
江
刺

な
の
で
４
年
前
に
こ
ち
ら
で

開
業
し
ま
し
た
。
父
は
整
形

外
科
医
、
兄
も
医
学
部
に
進

ん
だ
の
で
、
医
師
に
な
る
こ

と
は
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
し

た
。
女
性
も
資
格
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
方
が
い
い
と
い

う
母
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、

東
京
女
子
医
大
に
進
み
ま
し

た
。
卒
後
、
日
大
附
属
病
院

の
皮
膚
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
研
修
医
時
代
か
ら
結
婚

を
考
え
て
い
て
、
江
刺
に
は

皮
膚
科
が
な
い
と
い
う
の
で

皮
膚
科
を
選
び
ま
し
た
。
目

で
見
て
診
断
で
き
る
と
い
う

の
も
魅
力
的
で
し
た
。

　
今
、
子
ど
も
は
10
歳
と
７

歳
に
な
り
、
保
育
園
の
送
り

迎
え
が
な
く
な
っ
て
楽
に
な

り
ま
し
た
。

小　

ご
主
人
の
保
育
園
の

送
り
迎
え
な
ど
子
育
て
へ
の

協
力
は
い
か
が
で
す
か
？

伊　

で
き
る
時
、
お
迎
え

は
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
私

の
方
が
職
場
が
近
か
っ
た
の

で
、
朝
は
主
人
が
先
に
仕
事

に
出
て
、
私
が
送
っ
て
い
ま

し
た
。

小　

皮
膚
科
は
け
っ
こ
う

女
医
さ
ん
が
多
い
で
す
よ

ね
。

伊　

女
性
が
多
い
の
で
産

休
や
育
休
も
多
い
職
場
で
し

た
。
私
も
な
る
べ
く
後
輩
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

１
人
目
は
産
後
７
ヵ
月
、
２

ご
め
ん
く
な
ん
し
ぇ

女
性
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

いとうファミリークリニック

伊　藤　瞳　子 　先生
副院長・皮膚科

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ブ

ロ
グ
を
書
き
た
い
の
で
、
動

画
の
編
集
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
ゼ
ミ
を
見
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
い
る
と
夜
出
か
け
ら

れ
な
い
の
で
半
分
諦
め
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
皮
膚
科

の
講
演
会
な
ど
も
ウ
ェ
ブ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家

で
も
学
べ
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。

小　

女
性
部
で
は
多
職
種

の
方
と
の
交
流
と
し
て
、
今

年
３
月
に
は
女
性
弁
護
士
さ

ん
と
ラ
ン
チ
会
を
し
ま
し
た

が
楽
し
く
、
有
意
義
な
会
で

し
た
。
何
か
要
望
は
あ
り
ま

す
か
？

　― 伊藤先生ご略歴 ―
2007年　　東京女子医科大学 卒業
2007年～　東京女子医科大学東医療センター 臨床研修医
2009年～　日本大学附属板橋病院 皮膚科入局、結婚
2010年　　第1子出産
2011年　　産後7ヵ月で復帰　駿河台日本大学病院（現

日本大学病院）に異動　　　　　　　　　　
女性医師である落合豊子教授のもとで働く

2012年～　日本大学病院 皮膚科 助手
2013年　　第2子出産　産後3ヵ月で復帰
2014年　　皮膚科専門医取得
2015年～　東京育明会 ひまわり皮フ科 院長
2016年～　いとうファミリークリニック

　

当
会
女
性
部
の
小
野
寺
け
い
子
部
長（
小
児
科
医
）
が

江
刺
で
ご
夫
婦
で
開
業
し
て
い
る
伊
藤
先
生
に
医
師
に

な
っ
た
き
っ
か
け
や
女
性
医
師
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（「
小
」
は
小
野
寺
部
長
、

「
伊
」は
伊
藤
先
生
）

伊　

今
、
皮
膚
科
は
私
一

人
な
の
で
、
休
み
を
取
る
と

休
診
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
は
岩
手
医
大
や
東
北

大
の
先
生
と
面
識
が
あ
り
ま

せ
ん
。
育
休
中
の
先
生
な
ど

で
１
日
な
ら
代
診
可
能
な
医

師
を
紹
介
す
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま

す
。

小　

皮
膚
科
の
患
者
さ
ん

は
世
代
が
広
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

伊　

大
学
病
院
に
い
た
時

は
、
お
子
さ
ん
は
小
児
科
に

行
く
の
で
、
診
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
開
業
し
て
か
ら
は
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

患
者
さ
ん
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
小
児
皮
膚
科
は
力
を
入

れ
て
や
り
た
い
し
、
お
母
さ

ん
た
ち
へ
の
啓
蒙
活
動
な
ど

も
で
き
た
ら
良
い
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
10
月
11
、
25
日
㈰
、
11
月

３
日
㈫
、
ア
イ
ー
ナ
に
て
絵

手
紙
教
室（
全
３
回
）を
行
い
、

延
べ
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
協
会
と
し
て
初
め

て
の
企
画
だ
っ
た
た
め
、
初

心
者
向
け
と
し
、
１
回
目
は

講
師
の
坂
本
設
子
さ
ん
に
絵

手
紙
の
描
き
方
を
教
わ
り
、

実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
が
は
が
き

に
好
き
な
モ
チ
ー
フ
を
描
い

て
色
を
塗
り
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
描
い
た
絵
手
紙

に
押
す
印
を
消
し
ゴ
ム
で
作

り
ま
し
た
。
名
前
の
頭
文
字

を
カ
ッ
タ
ー
や
彫
刻
刀
で
彫

り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
消
し
ゴ

ム
は
ん
こ
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、絵
手
紙
を
描
い
て
、

は
ん
こ
を
押
す
と
、
全
体
が

引
き
締
ま
り
、
さ
ら
に
素
敵

な
絵
手
紙
に
な
り
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
絵
手
紙
は「
ヘ

タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
」

の
だ
か
ら
、
楽
し
く
描
き
ま

し
ょ
う
と
、
参
加
者
の
テ
ー

ブ
ル
を
回
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。
全
て
の
回
の
最

後
に
は
、
参
加
者
の
方
々
の

作
品
を
１
ヵ
所
に
並
べ
て
品

評
会
を
行
い
ま
し
た
。
文
字

を
敢
え
て
左
手
で
書
い
た
方

や
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
描
い
た
お
子
さ
ん
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
味
の
あ
る
作
品

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

☆
参
加
者
の
感
想

・
長
い
こ
と
使
っ
て
い
な
い

脳
の
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

・ 

初
め
て
の
挑
戦
だ
っ
た

が
、
と
て
も
楽
し
め
た
。

周
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
物

の
色
や
形
に
も
注
意
を
向

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

う
。
た
だ
見
る
の
で
は
な

く
、
観
察
す
る
こ
と
は
大

事
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。

・
初
め
て
教
室
に
参
加
し
ま

し
た
。
初
心
者
で
も
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
上
手
に
書
か
な
く

て
も
良
い
と
い
う
こ
と

で
、
楽
し
く
書
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
絵

手
紙
を
書
き
た
い
と
思
い

道
具
を
準
備
し
ま
し
た
。

・
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

娘
と
も
参
加
で
き
た
こ
と

が
良
か
っ
た
で
す
。

・
絵
手
紙
の
楽
し
さ
に
は
ま

り
ま
し
た
。
ヘ
タ
で
も
そ

れ
な
り
に
見
え
る
の
が
良

い
。
年
賀
状
で
ま
ず
は
出

し
て
み
た
い
。

ヘ
タ
で
い
い 

ヘ
タ
が
い
い

●
●
● 

絵
手
紙
教
室
開
催 

●
●
●

墨をすり、線を描く練習

作品を前に記念撮影（11/3）

小
野
寺
哲
朗 

先
生
・
一
関
市

内
科
・
10
月
６
日
（
満
70
歳
）

菅
原
　
達
郎 

先
生
・
盛
岡
市

歯
科
・
11
月
21
日
（
満
69
歳
）

川
嶋
　
　
潔 

先
生
・
花
巻
市

小
児
科
・
11
月
28
日
（
満
91
歳
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す

会
員
訃
報

保
険
医
年
金
を
年
内
に

お
受
け
取
り
希
望
の
先
生
へ

　「
保
険
医
年
金
」
一
時
金

の
年
内
着
金
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
必
要
書
類
を
不
備
の

な
い
状
態
で
12
月
17
日
㈭
必

着
に
て
協
会
事
務
局
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

共
済
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

■　税務調査、個別指導、保健所の立入検査の連絡があった際は、お早めに協会にご相談ください。（TEL019-651-7341）
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